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概要 新型コロナウイルスの影響によって，訪日外国人数は

大きく落ち込み，日本人の海外旅行も困難な状況にある．

コロナ禍およびコロナ後の観光支援を検討するため，コロ

ナ禍における旅行者の意識調査を試みた．コロナ禍におい

ても書き込みがあり，観光地ごとにデータ収集もしやすい

Tripadvisor の口コミを分析した．まだ予備的な段階ではあ

るが，その概要を報告する． 

1 はじめに 

 日本政府観光局（JNTO）の統計によると，2021年 4月の

訪日外国人数(推定)は 10,900 人であった．2020 年 4 月の

2,917 人と比較すると 273.7%の増加であるが，2019 年 4 月

の 293 万人と比較すると-99.6%の減少である．このように，

新型コロナウイルスの影響によって，訪日外国人数は大き

く落ち込み，日本人の海外旅行も困難な状況にある． 

「国際平和文化都市」広島市は，国内からの修学旅行だ

けでなく欧米からの訪日外国人も多かったが，新型コロナ

ウイルスの影響により，来訪者数が大幅に減少している．

令和 2 年の観光客数の詳細を見ると、修学旅行生は 23 万 8

千人減少して 9 万 2 千人、外国人観光客も 164 万人減少し

て 20万 7人となり、全体では 572万 5千人減少して 854万

9千人となっている． 

そこで，コロナ禍における旅行者の意識調査を試み，今

後の観光支援に役立つ情報を得るための情報科学的な貢献

方法を検討することにした． 

分析対象には，コロナ禍においても書き込みがあり，観

光地ごとのデータ収集もしやすい Tripadvisor の口コミを選

んだ．まだ予備的な段階ではあるが，その概要を報告する． 

 

2 関連研究 

ソーシャルメディアを用いた新型コロナに関する分析と

して，鳥海らの研究がある[1]．観光を対象とした分析では

なく，パンデミックの拡大とそれに伴った様々なイベント

が人々の感情にどのような影響を与えたか分析したもので

ある． 

口コミを利用した研究としては，旅行ノウハウ情報の自

動抽出[2]や宿泊施設推薦手法の提案[3]，観光地ブランドの

指標化と測定[4]が行われている． 

石川らは，旅行口コミサイト(Tripadvisor)を用いて，観光

スポットで注意すべきことやアドバイスなどの旅行ノウハ

ウを自動抽出する手法を提案している[2]． 

高松らは，口コミから抽出した評価観点ごとの感情極性

値を求め，ユーザの入力した評価観点の重視度を考慮して，

宿泊施設を推薦する手法を提案している[3]． 

鈴木英之は，口コミサイトに投稿された旅行者によるレ

ビューテキストから生成された分散表現ベクトルを利用し

たモニタリング手法を提案している[4]．口コミデータは

Tripadvisor を利用し，天王寺動物園を他の動物園と比較し

た結果を報告している． 

Twitter を用いた観光情報に関連する研究として，様々な

観点からの特徴分析[5, 6, 7]や観光支援を目指した研究[8, 9]

がある. 

鈴木祥平らは，各地域の観光協会の Twitterアカウントを

対象に，フォロワのユーザプロフィールを分析し，フォロ

ワの関心の対象から各地域の特徴付けを行う研究をしてい

る[5]． 

石野らは，旅行前の旅行計画者の行動をモデル化するこ

とを目的とし，Twitter に投稿されたツイートから，旅行を

計画中のツイートと，旅行中のツイートを自動で判定する

手法を提案している[6]． 

李らは，Twitter データに基づいた Over Tourismに対する

要因の分析と解決方法の考察をしている[7]． 

吉田らは，旅先における失敗リスクを把握可能にするた

めの失敗談ツイート抽出方法を提案し，静岡県内観光地で

実施した結果を報告している[8]． 

新井らは，Twitter から実際の観光体験に基づいてつぶや

かれたツイートを収集し, 「食事」「景観」「行動」「土産」

の４つのカテゴリに分類した結果を用いて観光ルートを推

薦する 手法を提案している [9]． 

 

3 予備的な検討 

3.1 コロナ関連の口コミを収集 

 観光の形態[10, 11]には様々なものがあるが，今回はテー

マパークに焦点を当て，大阪と東京の違いを分析する． 

 大阪近郊と東京近郊のテーマパークを対象に，

Tripadvisorからコロナ禍の口コミを集めた結果を表 1,2に示

す．今回は，大阪近郊のテーマパークとしてユニバーサル

スタジオジャパン(USJ) ，東京近郊のテーマパークとして

東京ディズニーランド(TDL)を対象とした．時期は 2020 年

1月から 2022年 6月までとした． 

 

 



表 1: 大阪近郊のテーマパークの口コミ 

テーマパーク 件数 

USJ 312 

 

表 2: 東京近郊のテーマパークの口コミ 

観光地 件数 

TDL 233 

 

3.2 新型コロナウイルスの影響 

表 1,2 で集めた口コミからコロナの影響がある文とない文

に人手で判別した結果を表 3に示す． 

 

表 3:影響ありかなしを判別した結果 

 影響あり 影響なし 

USJ 68 244 

TDL 106 127 

 

これをもとに SVM で 5 分割交差検定をした結果を表 4 に

示す.取り出す品詞は名詞，動詞，形容詞とした． 

 

表 4:SVMで 5分割交差検定をした結果 

 正解率 精度 再現率 F値 

USJ 0.792 0.720 0.117 0.183 

TDL 0.644 0.634 0.593 0.589 

 

結果より，正解率と精度では TDL より USJ の方が高い値

となった．TDL ではどの値も約 6割となっているが USJで

は再現率と F 値が極端に低い値となった．これは USJ の影

響ありの文章があまり集まらなかったことによりモデルが

影響ありの文章を影響なしと判別してしまっているからで

はないかと考えられる．また USJと TDLの一方で学習し，

もう一方でテストした結果を表 5 に示す．このとき USJ と

TDL ともに影響ありの文章の数と，影響なしの文章の数は

同数に合わせている． 

 

表 5:〇-〇の左側で学習,右側でテスト 

 正解率 精度 再現率 F値 

USJ-TDL 0.730 0.690 0.420 0.523 

TDL-USJ 0.750 0.794 0.391 0.534 

 

この結果から USJ で学習し，TDL でテストするよりも

TDL で学習し，USJ でテストする方が，正解率と精度が高

い結果となった．また，再現率と F 値に関してはあまり値

が変わらなかった．同じテーマパークとして似たようなコ

ロナ禍による影響などがあるがこの結果を見ると TDL の方

がコロナ禍になってからの変化が大きいのではないかと考

えられる．ただ，この結果だけではあまり細かくは分から

ないので，KH Coderによる可視化を行った．その結果を図

1,2に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1:USJの共起ネットワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2:TDLの共起ネットワーク 

 

結果より，アトラクションに注目すると TDL の場合スタ

ンバイパスという言葉と繋がっているのが分かる．これは

TDL でコロナ禍に新しく導入されたものである．そのため

TDL ではコロナ前とアトラクションの乗り方が大きく変化

した．また，TDL はコロナとレストランや土産などが繋が

っている．もとのデータの文を見返すと TDL ではコロナ禍

でお土産の数や営業しているレストランなどがかなり少な

いことが分かった．TDL ではアトラクションだけでなくレ

ストランを利用する際も予約の必要があると細かく見てい

くと分かった．また USJ で興味深いのは飛沫というワード

で，これは TDLでは出てこない．マスクはしているのだろ

うが声を出すアトラクションがあり，さらにもとのデータ

の文を見てみると，声を出すように求めているということ

が分かった．このことから USJ では飛沫に対しての対策が

あまりとられていないことが考えられる．また，共通点で

考えると TDL では美女と野獣，USJ ではマリオとお互い人

気のアトラクションやエリアでは抽選と繋がりがあり，ど

ちらのテーマパークも人気のアトラクションには抽選形式

を導入していることが分かる．さらに USJ では旅行，確約



などのワードがありもとのデータの文を確認するとマリオ

のエリアに確定で入れる旅行プランが発売されていること

も分かった．また，今回は影響ありの文のみで可視化を行

ったが影響なしの文とも合わせて可視化すると新たな地域

性の違いが見えてくるのではないかと考えられる． 

 

4 今後の展開 

 今後は，Twitter を用いた旅行計画者の行動分析[6]をもと

に、観光推薦に関する研究を進める予定である．手始めに，

旅行計画の細分化や，誰といつどこへ行って何をするとい

う情報を抽出するような卒業研究を進める計画である．デ

ータ数を増やし，より精度と再現率を向上させたいと考え

ている．そして旅行者の計画の傾向や新たな発見，気づき

を見つけ将来的に，Twitter を用いた旅行計画者の行動分析

に基づく旅行推薦に関する研究に役立てたいと考えている． 

 

 

5 まとめ 

コロナ禍における旅行者の意識調査を試み，今後の観光

支援に役立つ情報を得るための情報科学的な貢献方法を検

討した．Tripadvisor から収集した口コミを分析し、大阪と

東京におけるコロナの影響の違いについて予備的に調査し

た結果を報告した．今後は，Twitter を用いた旅行計画者の

行動分析に基づく旅行推薦に関する研究へ展開したい． 
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